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Communique-1	 

2015 年 4 月 30 日	 

大会総務委員長	 高橋	 錦司	 

	 

連絡事項	 

１．  女子スプリント競技について	 

エントリーが 1 名のため女子スプリント競技は中止とします。	 

以	 上	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

Communique-2	 

2015 年 4 月 30 日	 

大会総務委員長	 高橋	 錦司	 

	 

	 

	 



第 5５回	 東日本学生選手権トラック自転車競技大会	 
2015 年５月９日（土）・10（日）	 山梨県笛吹市境川町	 境川自転車競技場	 400m	 

主催：日本学生自転車競技連盟	 /	 共催：(公財)日本自転車競技連盟	 /	 運営協力：山梨県自転車競技連盟	 
協	 賛：(公財)JKA	 （一社）日本競輪選手会	 (社)全国競輪施行者協議会	 株式会社パールイズミ	 ブリヂストンサイクル株式会社 

	 	 	  
レースの結果はホームページでも公開しています。 http://jicf.info/ 

１．時程	 
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Communique-３	 

2015 年 4 月 30 日	 

大会総務委員長	 高橋	 錦司	 

２．練習時間割について	 

 大会当日の練習時間は、グループ分けをして実施します。	 
 練習時間帯については、救護員の配置はありません。大会本部では医療行為等の必要な事故等には対

処できませんので、そのことを前提として了解した学校のみ、練習走行を認めることとします。	 

緊急連絡先：学連携帯（080-4176-2369）	 

	 	 	  
	 

３-1．レース出場選手の大会運営への協力義務について	 

 次の走者は、前のレースの終了時点までに、選手待機所で待機して下さい。	 

 本件に関しての放送・アナウンスは行いませんので、レースの進捗には充分注意をして下さい。尚、
他の選手と同時にスタート位置に付けない選手のスタートを認めないことがあります。	 

 また、出走の 15 分前までに必ずバイクチェックを済ませて下さい。15 分を過ぎても未了の場合はレ
ースから除外することがあります。(ポイントレースの際、インフィールドに持ち込む代車につ

いても検車を受けること)	 

	 

３-2．ゴミ投棄厳禁の徹底	 

 ゴミは、各校で必ず責任を持って持ち帰ってください。会場内でゴミのポイ捨てが発覚した場合には、
3,000 円/件のペナルティーを課します。	 

	 

3-3．参加校受付について	 

 参加校受付は、競技当⽇日８時３０分〜～９時３０分の間、境川⾃自転⾞車車競技場、インフィールド出⼊入⼝口⼿手前で
⾏行行ないますので競技者ライセンスとユニフォームを持ってお越しください。	 

	 

3-‐‑‒4．境川⾃自転⾞車車競技場インフィールドへの出⼊入りおよびフィールド内について	 

 競技中は役員の指示に従ってください。	 

 インフィールド内での声を出しての応援は認められません。	 

3-5．チーム車の駐車について	 

 競技場内の駐車場に余裕はありませんので、各チームの車両について節度を持った利用をお願いいた
します。	 

 駐⾞車車場内でのトラブルを起こすことの無い様、⼗十分気を付けて下さい。尚、駐⾞車車場内でのトラブルにつ
いては当事者間で解決して下さい。	  
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Communique-4	 

2015 年 4 月 30 日	 

チーフコミッセール	 荒井	 純一	 

1．ゼッケンの付け方	 

ゼッケンを付ける際の安全ピン、フレーム・プレート（ポイントレース・スクラッチレース）を

つける際の結束バンド等の資材は、各自で用意してください。	 

※ボディーナンバー，フレームプレートの紛失、又は、大会終了日に返却できなかった者には、１

枚 1,000 円のペナルティーを課す。	 

※ゼッケンを２枚付ける種目における取付位置は下図の通り。乗⾞車車した姿勢で、出来るだけシ
ワがよらない様に、装着してください。	 

	   	  
1km,500m	  タイムトライアル	  

パーシュート競技	  
チーム・スプリント	  

	  

左記以外のすべての種⽬目（200mTT を含む）	  
※ポイントレースでは専⽤用ボディーナン
バーを使⽤用します	  

	 

2．男子ポイントレース・男女スクラッチの専用ゼッケン使用とフレーム・プレート取付につ

いて	 

大会受付時に配布するゼッケンとは別に、ポイントレースおよびスクラッチでは、専用ゼッケ

ン（プログラムのポイントレース頁，スクラッチ頁に記載のゼッケン番号）を使用します。予

選，決勝の各レース招集時に配布しますので、各レース参加選手は、間違い無いように付ける

ようにして下さい。また、フレーム・プレートを配布するので、フレーム前方左側にテープ等

で取り付けて下さい。	 

	 

3．タイム計測種目の計時について	 

本大会では、タイム計測種目の計時に電子計時を使用します。各自出走順になりましたら、速

やかに各自のペダル位置を合わせて、発走担当の役員へ自転車を渡して下さい。また、ウォー

ミングアップ，クールダウンの走行は、内側の練習用走路のみとします。	 

4．レース出場選手の協力義務について	 

次の走者は、前のレース終了までには、スタート地点付近にて待機するようにして下さい。著

しく遅れた選手，他の選手と同時にスタート位置に付けない選手は、レースから除外します。	 
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5．男子スクラッチ	 

	 予選２組を、距離 8 キロ（20 周）で行う。	 各組上位８名が決勝に進出する。	 

	 

6．ケイリン	 

	 予選を６組で行い、各組上位１名が準決勝に進出する。	 敗者は敗者復活戦を６組で行い、

各組上位	 １名が同じく準決勝に進出する。	 準決勝から各組上位３名が決勝へ、下位３名は

7～12 位決定戦に進出できる。	 

	 

7．男子ポイントレース	 

	 予選２組を、距離１０キロ（25 周）で行う。	 各組上位 10 名が決勝に進出する。	 

	 

	 

8．その他	 

	 ①	 タイム系種目でフィールド内より指示を与えられるのは、1 チーム 1 名のみとするの

で、役員の指示に	 従って下さい。ポイントレースにおいては代車を持ち込む場合の人員増

員を認める。走路の見通しを確保するため、フィールド内での待機中は座ること。	 

②	 招集は全種目の最初のラウンドのみで行う。この招集はチーム員等代理の者でも可とする。

バイクチェックはすべての種目のすべてのラウンドで行う。選手本人が走る姿（ユニフォー

ム・ゼッケン・ヘルメット着用、自転車持参）で参集のこと。バイクチェック後にポジションの

変更、トラック外への持ち出しは認められない。	 

	 ③	 異議申立は、原則として受け付けない。	 

	 ④	 表彰式に於いて、帽子，ヘアバンド，サングラスの着用，サンダル履きは認められない。	 

	 ⑤	 空気抵抗を減じるなど競技者能力に影響をあたえるため，あるいは競技者の身体を

強制するため	 	 	 （圧迫、引張、支持）の、付加的な衣類または物は禁じる．（2015JCF

規則第 8 条 6 項）	 

	 ⑥	 トラック上にいる間は、競技者は常に自転車をしっかりとコントロール下におき、

ハンドル(あるいは延長	 部)	 上に少なくとも片手を置いていなければならない。これ

に違反した競技者には警告を与える。（2015JCF 規則第 63 条 1 項）	 

	 


